
医薬品向け

脱酸素剤製品

液体製剤向け脱酸素剤

固形製剤向け脱酸素剤

固形製剤・ 医療機器向け乾燥機能付き 脱酸素剤

エージレス®

ファ ーマキープ ®

エージレスオーマッ ク ®
酸素吸収フィ ルム

オキシバリア ®
ハイガスバリ アボト ル

エージレスアイ®
酸素検知剤



医薬品・ 医療機具の品質保持にご使用頂ける製品を幅広く ご提案いたします。

医薬品向け脱酸素剤製品のご紹介

輸液バッグ 点眼薬 プレフィ ルド シリンジ ダイアライザー 固形製剤 吸入器 ステント カテーテル 原薬・ 顆粒製剤 固形製剤

医薬品や医療機器の対応参考例高水分 低水分

⇒詳しく はp 5 へ

0 .6 5 ～0 .9 5

液体製剤向け脱酸素剤 中水分 固形製剤向け脱酸素剤

⇒詳しく はp 4 へ

Z M

固形製剤

医療機器

・ FD A 対応

・ D M F 登録済

0 .3 ～0 .6 5

3 0 日以内

（ 2 5±2 ℃/4 0 ～6 0 % RH）

低水分 固形製剤・ 医療機器向け脱酸素剤

⇒詳しく はp 5 へ

KD

固形製剤

医療機器

・ FD A 対応

・ D M F 登録済

0 .3 以下

7 日以内

（ 2 5 ℃）

CD

固形製剤

・ キャニスタ ー型

・ FD A 対応

・ D M F 登録済

品
種

種
類

外
観

主
な
用
途

備
考

（ Aw ）

適
用
範
囲

酸
素
吸
収
時
間

⇒詳しく はp 7 へ

O XB

固形製剤

サプリメ ント

FD A 対応

酸素透過度

0 .5 m l/m ²・ a tm・ 2 4 h

※2 5 ℃/4 0 ～6 0 % RH

水蒸気透過度

0 .1 g/m ²・ 2 4 h

※2 5 ℃/1 0 0 % RH

シリカゲル1 0 g 封入

ハイガスバリアボト ル

性
能

4 日以内

（ 2 5±2 ℃/4 0 ～6 0 % RH）

⇒詳しく はp 3 へ

Z -PK ヤ

液体製剤

・ 点眼薬

・ 注射剤

2 0 時間以内

（ 2 5±2 ℃/4 0 ～6 0 % RH）

Z H

液体製剤

・ 輸液バッ グ

・ 注射剤

⇒詳しく はp 3 へ

品
種

種
類

外
観

主
な
用
途

備
考

⇒詳しく はp 8 へ

アイ-LS

錠剤タ イプ

適用範囲（ Aw ）

0 .1 0 ～0 .9 9

（ 5 ～3 5 ℃）

酸素検知剤

⇒詳しく はp 9 へ

O M AC

液体製剤

・ 輸液バッ グ

・ 点眼薬

液体製剤

・ 輸液バッ グ

・ 注射剤

・ 酸素吸収機能付

・ FD A 対応

適用範囲（ Aw ）

0 .8 5 以上

酸素吸収量

0 .1 ～0 .5 m l/cm ²

酸素吸収フィ ルム

1

オキシバリ ア ®

エージレス® エージレス® ファ ーマキープ ®

エージレスオーマッ ク ®エージレスアイ ®



脱酸素包装の効果

薬効成分の安定「 アゼルニジピン」1

○酸素・ 水分吸収包装を使用すること で薬効成分アゼルニジピンが安定する傾向が見ら れた。

乳酸菌数保持2

○酸素・ 水分吸収包装を使用すること で乳酸菌数の保持効果が確認さ れた。

酸化防止効果「 ＤＨＡ・ＥＰＡ サプリメ ント 」3

○油脂の酸化防止と 臭気を抑制すること が出来た。

保存期間[m o nth ]  

類
縁

物
質

[m
o

l%
]

0 1 2 3 4 5 6 7

1 .4 0

1 .2 0

1 .0 0

0 .8 0

0 .6 0

0 .4 0

0 .2 0

0 .0 0

条件：2 5 ℃/6 0 % RH下

対照区

酸素吸収包装

酸素・ 水分吸収包装

水分吸収包装

■保存テスト■初期性状

N o

1

2

3

乳酸菌群数（ cfu/g）

2 .3×1 0 ⁹

2 .7×1 0 ⁹

2 .9×1 0 ⁹

保存期間[D ay]  

乳
酸

菌
群

数
[c

fu
/g

]

条件:常温下（ 2 5 ℃）

0 3 0 6 0 9 0

1 .0×1 0 ¹ ⁰

1 .0×1 0 ⁹

1 .0×1 0 ⁸

1 .0×1 0 ⁷

1 .0×1 0 ⁶

1 .0×1 0 ⁵

1 .0×1 0 ⁴

1 .0×1 0 ³

1 .0×1 0 ²

1 .0×1 0 ¹

1 .0×1 0 ⁰

酸素吸収包装

酸素・ 水分吸収包装

水分吸収包装

対照区

注1 ）香りについて　 　 ○：香り 異常なし 　 　 ＋～+ + +：少し 異臭有り ～異臭大

保存テスト :3 5 ℃下

酸素濃度

炭酸ガス濃度

香り

Ｐ ＯＶ (m e q /k g )

Ａ Ｖ (KO H m g /g )

ビタミ ンＥ (m g /1 0 0 g )

酸素濃度

炭酸ガス濃度

香り

Ｐ ＯＶ (m e q /k g )

ＡＶ (KO H m g /g )

ビタミ ンＥ (m g /1 0 0 g )

酸素吸収包装

対照区

0 .0 1 % 以下

0 .1 % 以下

○

2 .4

0 .1 以下

1 5 .8

2 0 .2 8

0 .1

＋～＋＋

5 .8

0 .1

1 5 .5

0 .0 1 % 以下

0 .1 % 以下

○

1 .8

0 .1 以下

1 5 .9

2 0 .7 5

0 .1

＋＋＋

1 5

0 .1

1 2 .9

0 .0 1 % 以下

0 .1 % 以下

○

2

0 .1 以下

1 5 .4

1 9 .3 8

0 .1

＋＋

8 .6

0 .1

1 4 .5

0 .0 1 % 以下

0 .1 % 以下

○

1 .9

0 .1 以下

1 5 .3

1 9 .0 3

0 .1

＋＋＋

1 0 .1

0 .1

1 3 .7

3ヶ 月 6ヶ 月 9ヶ 月 1 2ヶ 月

2



Z H
液体製剤
・ 輸液バッ グ
・ 注射剤

Z -PK ヤ
液体製剤
・ 点眼薬
・ 注射剤

○樹脂容器を使用しても ､酸素による液体医薬品の品質劣化を防ぎます。

○薬液中の溶存酸素も 吸収可能です。

特徴

○窒素などの不活性ガス包装では十分に防げない､外装容器からわずかに侵入する酸素に

　 よる品質劣化も 防止できます。（ 容器内の酸素濃度 0 .1 % 以下を維持します。）

保管方法及び保証期間（ 外装袋未開封時に限る）保証

※段ボール荷姿のままで、直射日光を避けて常温（ ただし 、夏場でも３０℃以下）で保管し てく ださ い。

※保証期間は出荷後６ヶ月です。 ただし ､１５℃以下の低温保管の場合は、出荷後１年間です。

品種 外観 主な用途 酸素吸収時間

2 0 時間以内
（ 2 5±2 ℃/

4 0 ～6 0 % RH）

4 日以内
（ 2 5±2 ℃/

4 0 ～6 0 % RH）

製品

3

Z H

Z-PKヤ

品種

Z H-10 0

Z H-10 0 R

Z-20 PKヤ

Z-20 PRヤ

品番

1 0 0

1 0 0

2 0

2 0

酸素吸収量
(m l)

4 5×5 0

4 5×5 0

4 0×3 0

4 0×3 0

寸法(m m )

3 ,0 0 0 (1 0 0×3 0 )

-

1 2 ,0 0 0 (4 0 0×3 0 )

-

バラ品（ 個×袋）

3 ,0 0 0 (1 ,5 0 0×2 )

1 2 ,0 0 0 (6 ,0 0 0×2 )

Z-5 0 PKRヤ 5 0 4 5×4 0 - 6 ,0 0 0 (3 ,0 0 0×2 )

-

-

連包品（ 巻き 数×ロール）

入り数 作業時間

4 時間以内
1 ,0 0 0 個以上

/ 時間

バラ 品 連包品

エージレス ® 液体製剤向け脱酸素剤



4

Z M -1
中水分固形製剤

医療機器

FD A 対応
D M F 登録済

多言語表記

英語、 ド イツ語、 フランス語、
イタリア語、 スペイン語、

ポルト ガル語、 ロシア語

特徴 ○酸素による固形製剤の品質劣化を防ぎ、且つ脱酸素剤内部から 固形製剤への水分移行を

　 防ぎます。

○FD A2 1 CFR に対応しています。

○小型ながら 高い酸素吸収性能を持っています。

保管方法及び保証期間（ 外装袋未開封時に限る）保証

※段ボール荷姿のままで､直射日光を避けて常温（ ただし 、夏場でも３０℃以下）で保管し てく ださ い。

※品質保証期限は出荷後１年間です。

品種 外観 主な用途 酸素吸収時間

Z M

品種

Z M -1

Z M -1 R

品番

1 0 0

1 0 0

酸素吸収量(m l)

4 0×2 0

4 0×2 0

寸法(m m )

8 ,0 0 0 (2 0 0×4 0 )

-

バラ品（ 個×袋）

-

8 ,0 0 0 (4 ,0 0 0×2 )

連包品（ 巻き 数×ロール） 作業時間

1 ,0 0 0 個以上 / 時間

4 時間以内

3 0 日以内

（ 2 5±2 ℃/

4 0 ～6 0 % RH）

製品

■酸素吸収速度

酸
素

濃
度（

%
）

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0
0

5

1 0

1 5

2 0

酸素吸収時間（ h）条件:2 5 ℃/空気量4 0 m l

■容器内湿度変化

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 1 0 0
0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

8 0

9 0

1 0 0

経過時間（ h）条件:2 5 ℃/5 5 % RH

備考

エージレス ® 中水分 固形製剤向け脱酸素剤



製品

特徴 ○酸素吸収時に水分を必要としません。医薬品への水分移行がなく ､固形錠剤の薬効成分

　 の加水分解を防止します。

○酸素吸収機能と 吸湿機能を一体化しているため、充填包装の簡素化が可能です。

製品

KD

KC-A

CD 低水分固形製剤
キャニスタ ー

タイプ

低水分固形製剤

医療機器

小袋

タ イプ

品種 外観 主な用途 酸素吸収時間

7 日間

（ 2 5 ℃）

FD A 対応

D M F 登録済

キャニスタ ー型

FD A 対応
D M F 登録済

低湿度下での

吸湿力に優れる

品種 品番 酸素吸収量(m l) 水分吸収量 (g）
バラ 品（ 個×袋） 連包品（ 巻き 数×ロール）

数量

作業時間寸法(m m )

保管方法及び保証期間（ 外装袋未開封時に限る）保証

※段ボール荷姿のままで、直射日光を避けて２５℃以下の乾燥し た環境で保管し てく ださ い。
※品質保証期限は「 小袋タ イ プ」の場合、出荷後１年間。「 キャニスタ ータ イ プ」の場合、生産後１８ヶ月。

（ ファーマキープ �のキャニスタ ータ イプは弊社の品質管理システム ISO 9 0 0 1 外です）

※ファーマキープ� KD -2 0・ KC-2 0 A、封入空気:1 0 0 m l(7 5 % RH)、保管条件:2 5 ℃・ 6 0 % RH、包装:アルミ 袋

0

0 4 8 1 2

2 5

2 0

1 5

1 0

5

■酸素吸収速度

経過時間（ d ay）

 酸
素

濃
度（

%
）

■吸湿速度

経過時間（ h）

相
対

湿
度（

%
R
H

）

0 1 0 2 0
0

2 0

4 0

6 0

8 0
KC-20A
KD-20

KD

KC

KD -1 0 S

KD -2 0

KD -2 0 R

KD -4 0 0

KC-2 0 A

1 0

2 0

2 0

4 0 0

2 0

0 .0 7

0 .1 5

0 .1 5

3 .0

0 .1 5

4 ,0 0 0（ 4 0 0×1 0 ）

4 ,0 0 0（ 4 0 0×1 0 ）

-

-

2 5 0（ 1 0×2 5 ）

4 ,0 0 0（ 4 0 0×1 0 ）

-

4 ,0 0 0（ 2 ,0 0 0×2 ）

4 ,0 0 0（ 2 ,0 0 0×2 ）

-

-

CD -1 G 1 0 0 .0 7 6 ,0 0 0（ 1 ,0 0 0×6 ） -

CD -2 .1 5 G 2 0 0 .1 5 3 ,0 0 0（ 5 0 0×6 ） -

CD

5 0×2 0

6 2×2 6

KD -1 0 SR 1 0 0 .0 7

-

5 0×2 0

6 2×2 6

1 3 5×1 0 0

6 5×2 6

1 3 .9φ×1 7 .3

1 7 .9φ×2 2 .5

3 時間以内

（ 2 5 ℃/5 0 % RH）

5

備考

ファ ーマキープ ® 低水分 固形製剤・ 医療機器向け脱酸素剤
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副生成ガスに関し て1

ファーマキープ �は酸素吸収反応に伴い微量の副生成ガスが発生します。

弊社においては､お客様の個々の製品に対する副生成ガスの影響を把握すること は困難です｡

ファ ーマキープ �ご検討に際し ては､実際の使用条件において適用製品に対する影響を

十分にご確認願います。

臭気に関し て2

ファーマキープ �は酸素吸収に伴う 特有の臭いを発生さ せる可能性があります。

ファ ーマキープ �ご検討に際し ては､実際の使用条件において適用製品に対する影響を

十分にご確認願います。

原末の表面付着に関し て3

ファーマキープ �は酸素を吸収する原末を小袋やキャニスタ ーに充填しています。

ファ ーマキープ �は、ダスト 管理を行った環境で製造し ていますが､目に見えない微量の

微粉が製品表面に付着している可能性があります。

ファ ーマキープ �ご検討に際し ては､実際の使用条件において適用製品に対する影響を

十分にご確認願います。

表 : ファーマキープ � KD -2 0 酸素吸収後の副生成ガスの最大濃度※1

※1 ） ファーマキープ � KD -2 0 (Lo t.3 1 2 1 ES) に過剰の酸素を吸収さ せた時の測定値です。 保証値ではありません。

※2 ） GS-TCD /KD -2 0 　 1 個、 空気量 5 0 0 m l、 2 5 ℃、 1 4 日
※3 ） ガス検知管（ ガステック）/KD -2 0 　 3 個、 空気量 1 .5 0 0 m l、 2 5 ℃、 1 4 日

※4 ） GC-FID /KD -2 0 　 1 個、 空気量 5 0 0 m l、 2 5 ℃、 1 4 日

O ut gases

Ca rb on  d io xid e

Ca rb o n m o no xid e

Hyd ro gen

Gas co nc.(p e r 1  p iece)

0 .4 % ※2

N .D .※2

0 .0 5 % ※2

Gas co nc.(p er 1  p iece )O ut gases

Aceta ld ehyd e

M ethane

Ethane

Fo m a ld ehyd e 1 .5 p p m ※3

1 p p m ※3

1 3 p p m ※4

1 0 p p m ※4

1 p p m ※4Pro p ane

商品形態での実装試験による確認

ファ ーマキープ �を 適用する場合は、最終商品形態での実装試験を 必ず実施し てその

効果をご確認く ださ い。 また､最終商品の流通過程等で包装袋等にピンホールなどが発生し 、

無酸素状態が維持できなかった場合､医薬品の酸化劣化が起こり 得ます。

その場合は､医薬品が人体に悪影響を及ぼす可能性についても 必要に応じ た検証と 対策を

お願い致します。

4

ファ ーマキープ ®のご検討に際して



○オキシバリ ア�は3 種 5 層から なる特殊構造です。ボト ル構造

品種 外観 主な用途 性能 備考製品

特徴 ○固形製剤の劣化原因と なる酸素の侵入を防ぎます。

○脱酸素剤と併用することで、ボト ル内を脱酸素状態に保ち、固形製剤の長期保管が可能です。

O XB
固形製剤

サプリメ ント

酸素透過度
0 .5 m l/m ²・ a tm・ 2 4 h

※2 5 ℃/4 0 ～6 0 %

水蒸気透過度
0 .1 g/m ²・ 2 4 h

※2 5 ℃/1 0 0 % RH
シリカゲル1 0 g 封入 RH

品種 容量 (m l) 全容量 (O .F. m l) 内口径 (m m ) サイズ ( 胴径φm m ×全高 m m ) 入り数

O XB-1 0 0 1 0 0 1 1 6 .5 2 5 .3 4 8 .5×8 5 .2 2 0 0

オキシバリ ア�は弊社の品質管理システムISO 9 0 0 1 外です。

最外層

接着層

バリア層 : 酸素の透過を抑制
接着層

最内層

O₂ O₂ O₂

オキシバリ ア�

酸素透過度 m l/m ²・ atm・ 2 4 h 0 .5

他社製ノ ンバリ アボト ル

1 2 9

※試験条件 :2 5 ℃/4 0 % ～6 0 % RH

1 0 0 m l ボト ル酸素透過度（ m l/年） 2 .5 6 4 5

オキシバリ ア�

水蒸気透過度 g/m ²・ 2 4 h 0 .1

他社製ノ ンバリ アボト ル

0 .1 3

※試験条件 : シリカゲル1 0 g 封入後密封、2 5 ℃/1 0 0 % RH 下に2 8 日間保存後。

1 0 0 m l ボト ル水分透過度（ g/年） 0 .5 0 .6 5

■酸素透過度

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 0 0

1 2 0

1 4 0

オキシバリ ア� 他社製ノ ンバリアボト ル

m l/m ²・ a tm・ 2 4 h

7

オキシバリア ® ハイガスバリアボト ル

ハイガスバリ ア
FD A 対応

※オキシバリア�は受注生産品となるため、必要ロット やリード タイムは事前に弊社営業担当者へご相談く ださ い。
　 最低発注単位は１万本になります。

※オキシバリア�にはキャップが付属しておりませんので、別途専用キャップ等をご用意いただく 必要がございます。

※オキシバリア�は固形製剤用の設計であり 、基本的に液体製剤にはご使用頂けません。

保証 ○保管方法及び保証期間

※段ボール荷姿のままで、 直射日光を避けて常温（ ただし ､夏場でも 3 0 ℃以下）で保管し てく ださ い。
※品質保証期限は生産後１年間です。



エージレスアイ ® 酸素検知剤

O XB用キャッ プは弊社の品質管理システムISO 9 0 01外です。

品種 特徴

CL-3 2 ST2
電磁誘導加熱機用

インナーシール材付き

入り数

2 ,0 0 0

構成・ 材質

キャッ プ

パッ キン

インナーシール

PP

PP／PE／PP

PET／PE／AL／シーラント

製品 ○電磁誘導加熱機用インナーシールにより ボト ルの密封性が保たれ、外部から の酸素の

　 浸入を防ぎます。

※O XB用キャップは受注生産品となるため、必要ロット やリードタイムは事前に弊社営業担当者へご相談く ださ い。
　 最低発注単位は1 万個になります。

※ボト ル製品と O XB用キャップをご検討の際は、インダクションキャップシーラー（ ハンディ タ イプ）をお貸し出し
　 いたします。

OX B 用キャッ プ ボト ル製品向けキャッ プ
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製品

アイ-LS 錠剤型 4 1×3 3 (m m )
5 ～3 5 ℃、
Aw 0 .1 0～0 .9 9

6 ,0 0 0
(5 0 0 個×1 2 袋)

品種 外観 タ イプ 入り数製品寸法 使用条件

※FD A には対応し ていません。

特徴 ○包装容器内が脱酸素状態（ 酸素濃度0 .1% 以下）かをエージレスアイ�の色調変化により

　 視覚的に判断できます。

脱酸素状態（ 0 .1 % 以下）

※酸素にふれてから数分後にピンクからブルーへ (2 5 ℃)

※脱酸素状態になって 2 ～3 時間後にブルーからピンクへ (2 5 ℃)

酸素0 .5 % 以上

■色調の変化イメ ージ ■エージレスアイ�の保管方法及び保証期間

エージレスアイ�は常温便にてお届け致しますが、

到着後直ちに冷蔵庫に入れ、1 5 ℃以下で遮光し てく ださ い。

※酸素濃度及び変色に要する時間は目安であり 、 保証値ではありません。

　 変色時間は低温下では遅く なります。

エージレスアイ�

錠剤型

保証期間

出荷後 6 ヶ月／ 1 5 ℃

この間は酸素濃度により 無段階に

ピンクとブルーの中間色を示します。

エージレスアイ�のピンク の色調は容器内が酸素濃度 0 .1 % 以下の状態であること を表すも ので、包装状態や中身の商品の品質を直接表すも のではあり ません。

保証 ○保管方法及び保証期間

※段ボール荷姿のままで、直射日光を避けて常温（ ただし ､夏場でも 3 0 ℃以下）で保管し てく ださ い。
※品質保証期限は生産後1 年間です。
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○保管方法及び保証期間（ 外装袋未開封時に限る）

※段ボール荷姿のままで、直射日光を避けて常温（ ただし ､夏場でも 3 0 ℃以下）で保管し てく ださ い。
※品質保証期限は出荷後6ケ月です。

保証

PET/N Y/AL/O A・ PE 約 1 0 0 ～ 1 3 0

無機蒸着 PET/N Y/O A ・ PE 約 1 0 0 ～ 1 3 0

無機蒸着 PET/PE/O A・ PE 約 8 0 ～ 1 1 0

バリ ア N Y/PE/O A・ PE 約 8 0

O M AC
液体製剤
・ 輸液バッ グ
・ 点眼薬

品種 外観 主な用途 備考酸素吸収量

0 .1 ～0 .5 m l/cm ²
酸素吸収機能付き

FD A 対応

製品

O M AC

品種

9 0 ～1 3 0μ

作業時間

外装袋開封後2 4 時間以内
（ 2 3 ℃/6 0 % RH）

構成例

特徴 ○酸素吸収機能を持った多層ラミ ネート フィ ルムで、容器内の酸素を吸収します。
○液体製剤に含まれる溶存酸素を除去します。
○脱酸素剤を封入する手間を省く こと ができます。
○製袋品のほか、原反ラミ ネート での供給も 可能です。
○二次包装でご使用く ださ い。

■加熱用途 ■非加熱用途

0

5

1 0

1 5

2 0

2 5

ヘッド スペース
酸素濃度（ % ）

条件:1 2 1 ℃-3 0 分　 水2 0 0 m l/空気5 m l

レト ルト
処理前

レト ルト
処理後

保存
1 日目

保存
2 日目

溶存酸素濃度（ p p m ）

0 .1

1

1 0

レト ルト
処理前

レト ルト
処理後

酸
素

濃
度（

%
）

経過日数（ 日）

0 1 2 3 4 5 6 7

0 .0 1

0 .1

1

1 0

1 0 0

図、PE系オーマック非加熱条件下における酸素吸収速度（ 2 5 ℃）
フィ ルム面積2 6 4 cm ²（ 1 1 0 m m×1 2 0 m m 、両面）
空気量4 0 cc. 9 0 % RH、 2 5 ℃

※本データ は弊社の測定値であり 、保証値ではございません。

構成 総厚(μm )

フィ ルム厚み(μ)

エージレスオーマック ® 液体製剤向け酸素吸収フィ ルム
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脱酸素剤はガスバリア性の高い包装材料と 組み合わせること で密閉容器内の酸素を吸収し 、

脱酸素状態（ 酸素濃度0 .1 % 以下）を一定期間保ちます。

脱酸素剤の正し い使い方、脱酸素剤を使用する際の包装手順は以下の通りです。

脱酸素剤使用包装の4 つの条件

商品形態での実装試験による確認

脱酸素剤の取扱いについて

脱酸素剤を適用する場合は、最終商品形態での実装試験を必ず実施してその効果をご確認

く ださ い。 また、最終商品の流通過程等で、包装袋等にピンホールが発生し 、無酸素状態が

維持できなかった場合、医薬品の酸化劣化が起こり 得ます。その場合、医薬品が人体に悪影

響を及ぼす可能性についても 、必要に応じ た検証と 対策をお願い致します。

ガスバリア性の高い包装材料を用意する。条件 1

対象物の保存期限内、包装容器内が脱酸素状態になるよう に、製品の性状と 包装

形態に適し たタイプ、包装容器内の初期酸素量と 保存期限内に包装容器を通して

透過してく る酸素量の合計に相当するサイズを選びます。

容器内を脱酸素状態に一定期間保つため、酸素が透過しにく い包装材料を選びます。

脱酸素剤が使用可能な包装資材には、ガスバリア性の高い樹脂袋・ ボト ル、アルミ 袋、

ガラスビンなどが挙げられます。

製品の性状・ 包装容器の容量に適し た脱酸素剤を選ぶ。条件 2

脱酸素剤使用包装は密封でないと 脱酸素状態になり ません。

ヒート シール機などを使って容器を完全に密封してく ださ い。

シール機などで完全に密閉する。条件 3

誤った使い方は脱酸素剤の能力失効の原因と なります。

脱酸素剤の取り 扱い条件はタ イ プにより 異なりますので、記載の条件に従い、開封・

使用・ 保管は速やかかつ適切に行ってく ださ い。また一度包装を開けたら 、脱酸素剤は

取り 出し て捨ててく ださ い。

脱酸素剤の取り 扱いが適正であること 。条件 4

○一般に包装材料の容器内を一定期間にわたって脱酸素状態に保つためには、酸素透過度の低い包装材料を選ぶこと が必要です。 

　 ※必ず事前に実装試験を行い、その包装材料の適性をご確認く ださ い。

○段ボール箱を開封する際には、カッ タ ー等の刃物をご使用にならないでく ださ い。

○小袋製品の外装袋は脱気包装さ れています。 外装袋の端をつかんでぶら下げ、内容物がずれて底側に落ちないことをご確認く ださ い。

　 内容物が底側に落ちてきた場合には、外装袋にピ ンホールが発生している可能性があり 、使用できません。

　 段ボール開封時点で外装袋の脱気が緩んでおり まし たら 、外装袋単位で交換致し ますので販売店にご連絡く ださ い。



安心でき る BCP／供給安定

充実し たラ イ ン ナッ プ

経験豊富なテク ニカ ルサービ ス

徹底し た品質管理

長年にわたる 医薬用途への実績

三菱ガス化学株式会社 東京研究所脱酸素剤 研究開発センタ ー

M G Cエージレス株式会社 白河事業所脱酸素剤 生産工場

M GCエージレス株式会社 東京事業所 エージレスサービスセンタ－脱酸素剤 テクニカ ルサービス

AG ELESS (THA ILAN D ) CO .,LTD .脱酸素剤 生産工場

機能化学品事業部門 脱酸素剤事業部

東京 〒1 0 0 -8 3 2 4 東京都千代田区丸の内 2 -5 -2  三菱ビ ル
       TEL:0 3 -3 2 8 3 -4 8 6 7

大阪 〒5 3 0 -0 0 1 3 大阪府大阪市北区茶屋町 1 9 -1 9  アプローズタ ワー
       TEL:0 6 -6 3 7 2 -1 2 0 0

販売店

検 索エージレス

M G Cエージレス株式会社 エージレスサービスセンタ ー

〒1 0 1 -0 0 6 2 東京都千代田区神田駿河台 3 -6 -1  菱和ビル
TEL:0 3 -3 2 5 1 -0 7 6 1

テクニカルサービス

初版:ʼ1 7 /0 6 　 第2 版:ʼ1 7 /0 7 　 第3 版:ʼ1 7 /1 0 　 第4 版:ʼ1 8 /0 5 　 第5 版:ʼ1 9 /1 0 　 第6 版: ʼ2 3 /0 7

1

○日本と タ イ の2 大生産拠点　 　 ○国内外の複数箇所に製品倉庫

2

○製剤の形態/特性にあわせた豊富なラインナップ

○海外レギュレーショ ンに対応した製品（ FD A/EU 準拠、D M F登録製品有）

3

○エージレスサービスセンタ ーにてデータ 取得、ト ラ ブル対応

4

○ISO 9 0 0 1 取得　 　 ○最新鋭設備と 長年にわたり 支持さ れ続けている品質

5

○国内、海外多数の医薬メ ーカーへの納入実績　 　 ○きめ細やかな顧客対応と 革新的な製品開発

脱酸素剤のト ッ プメ ーカーとし ての強み


